
資料１ 

幸区区民会議 ２年間のスケジュール 

 

① 第１回区民会議で審議テーマの決定（本日） 

 

② 審議テーマに関する現状の把握、調査・検討 

（専門部会による検討）（２つの部会、それぞれ６回程度） 

                

③ 区民会議（全体会）での検討（２回程度） 

 

 

 

 

 

④ 市長及び区長への中間報告（平成 20 年度末） 

区民会議１年間の調査・検討や活動結果について、市長及び区長に中

間報告をします。 

 

 

 

⑤ 専門部会を活用した調査・検討（それぞれ７回程度） 

 

⑥ 区民会議（全体会）での検討（４回程度） 

 

⑦ 市長及び区長への報告（平成 21 年度末） 

区民会議での検討結果を踏まえて、地域社会の課題解決に向けた取組を推進

平成 20 年度 

平成 21 年度 
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この要領は、川崎市区民会議条例（以下「条例」という。）第１２条の規定に

基づき、幸区区民会議（以下「会議」という。）の運営に関し、効率的かつ自律

的になされるために、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 

 

(1) 会議は、地域社会の課題等について、区役所が把握している課題、委員が 

自らの活動を通じて把握した課題や区民からの意見などを取りまとめ、調査 

審議すべき事項を選定する。 

(2) 調査審議すべき事項の選定については、専門部会を活用し、全体会議にお 

いて行う。 

 

 

 

(1) 調査審議は、出席委員の合意形成を図るものとする。 

(2) 委員長は、調査審議結果について取りまとめ、これを速やかに区長及び市 

長に提出する。なお、任期最終の会議では、審議継続中の事項を含め任期中 

の検討結果について、区長及び市長に書面をもって提出するものとする。 

 

 

 

区長は、要綱第２条第２項に基づき、推薦団体の見直しを行った場合には、

その理由等について、会議に説明するものとする。 

 

 
 

会議の開催回数や開催時期、開催する時間帯等については、委員長が専門部

会を活用し、これを決めることとする。 

 

幸区区民会議運営要領 

１ 制定趣旨 

２ 課題の把握 

３ 調査審議 

４ 推薦団体の説明 

５ 会議の運営 



 

 

(1) 課題テーマについて調査検討を行う部会と、円滑な運営について協議する 

部会を設置する。 

(2) 専門部会の部会長は、委員の互選により、これを選出する。 

(3) 専門部会における調査検討の結果は、出席委員の合意形成を図るものとす 

る。 

(4) 部会長は、調査検討の結果を取りまとめた場合には、速やかに委員長に報 

告するものとする。 

(5) 任期最後の専門部会については、部会長は、継続中の事項を含め、その結 

果を速やかに委員長に報告するものとする。 

(6) 委員長は、専門部会から報告を受けた際には、これを会議に諮る。 

(7）前各項に規定するもののほか、必要な事項については、運営について協議 

する部会でこれを定める。 

 

 

  この要領に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、委員長 

が会議に諮って、これを定める。 

 

   附 則 

  この要領は、平成１８年１０月２５日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 専門部会 

７ その他 
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専門部会について 

 

専門部会は、区民会議の調査審議をより専門的また機動的に行うために設置

します。区民会議から付託される事案の調査検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠法令類 

川崎市区民会議条例 第７条 

川崎市区民会議条例施行規則 第４条 

幸区区民会議要綱 第８条 

幸区区民会議運営要領 第６条 

 

委員から提案された課題の内容に

沿って立ち上げ、調査検討を行う。

検討結果は区民会議に報告され、

さらに審議される。 

 

内容：課題テーマについて、課題

の解決策や地域での取組な

ど 

構成：課題テーマの提案等に応じ

  て 

個別課題を検討する部会 

Ａ部会・Ｂ部会 

 

区民会議の円滑な運営を図るた

め、会議の具体的な運営のあり方

について調整を図る。 

 

 

内容：会議の具体的な運営のあり

方など 

 

構成：正副委員長と正副部会長 

 

幹事会的な役割を担う部会 

企画運営部会 

審議課題の優先順位の判断基準 

○緊 急 性：現状からいって、今すぐに対応が必要か。 

○必 要 性：多くの区民が実現を望んでいるか。区民の関心が高いか。 

○公 平 性：より多くの区民に関係する課題か。 

 □ □ □ □ 特定の住民等の利益に偏っていないか。 

○区民の参画度：区民と行政の協働で実現が可能であるか。 

        多くの区民が参加でき、市民自治の進展が図れるか。 



 

川崎市区民会議条例（抄） 

第 7 条 区民会議は、必要に応じ専門部会を置くことができる。 

 

川崎市区民会議条例施行規則（抄） 

第４条 区民会議は必要に応じ委員で構成される専門部会を設置し、専門部会

は専門的事項に関する調査検討を行うものとする。 

２ 専門部会に属すべき委員は、委員長が区民会議に諮って指名する。 

３ 専門部会に部会長を置き、専門部会に属する委員の互選により定める。 

４ 専門部会は、調査検討のため必要があると認めるときは、関係者の出席を

求め、その説明又は意見を聴くことができる。 

５ 部会長は、専門部会の事務を掌理し、専門部会の調査検討の経過及び結果

を区民会議に報告するものとする。 

 

幸区区民会議要綱（抄） 

第８条 規則第４条に定める専門部会の設置及び廃止は、委員長が区民会議に

諮り、これを決定する。 

２ 前項において決定する事項は、専門部会を構成する委員（以下「部会員」

という。）の選任、調査検討する内容及び調査検討結果の報告時期とする。 

３ 規則第２条で定める課題の選定について、専門部会を活用することができ

る。 

 

幸区区民会議運営要領（抄） 

第６条 課題テーマについて調査検討を行う部会と、円滑な運営について協議

する部会を設置する。 

(2) 専門部会の部会長は、委員の互選により、これを選出する。 

(3) 専門部会における調査検討の結果は、出席委員の合意形成を図るものとす

る。 

(4) 部会長は、調査検討の結果を取りまとめた場合には、速やかに委員長に報

告するものとする。 

(5) 任期最後の専門部会については、部会長は、継続中の事項を含め、その結

果を速やかに委員長に報告するものとする。 

(6) 委員長は、専門部会から報告を受けた際には、これを会議に諮る。 

(7) 前各項に規定するもののほか、必要な事項については、運営について協議

する部会でこれを定める。 



 

 

専門部会の設置（案）について 

 

各委員から提案いただいた課題の内容から、次のとおり分類しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議テーマ（案） 

 

１ 児童の登下校時の安全確保 

 

２ 地域防災活動の推進 

 

３ 暮らしやすい住環境づくり 

 

４ 総合的な自転車対策（交通安全）の

推進 

 

５ 健康で生きがいの持てる地域づくり 

 

６ 地域防犯活動の推進 

 

審議テーマ（案） 

 

７ 安心して子育てできる環境づくり 

 

８ ごみ減量・リサイクルの推進 

 

９ 緑化推進（緑の創出と育成） 

 

10 地域資源を活かした魅力づくり 

 

 

11 地域コミュニティ活動の推進 

Ａ部会：安全・安心・すこやか部会 Ｂ部会：子育て・環境・魅力づくり部会

 

○ 取り扱う内容は、会議の具体的な運営のあり方など 

○ 正副委員長と、「安全・安心・すこやか部会」「子育て・環境・魅力づくり部会」の正

副部会長とで構成する。 

企画運営部会 
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